
(57)【要約】

【課題】オートクレーブ滅菌時に長さ変化を抑制可能な

内視鏡の可撓管を実現する。

【解決手段】内視鏡の可撓管部１５は、少なくとも２本

以上の金属素線を長手方向に直交することなく、且つ平

行でもない方向に編み込んで形成し、螺旋管３７の外周

を被覆する網状管３８及び、この網状管３８の外側を被

覆する外皮３９とで構成されている。外皮３９は、オー

トクレーブ滅菌の熱によって収縮する力が、可撓管部１

５を伸張する力と略同等の大きさとなるように高分子材

料であるスチレン系樹脂とエステル系樹脂とをブレンド

した樹脂を用いて形成される。これにより、内視鏡の可

撓管１５は、内視鏡内部と外部との間で圧力差が発生し

た際に生じる、長手方向に伸張する力に対し、略同等な

大きさの長手方向に収縮する力を発生させて、この可撓

管部１５の長さ変化を抑制可能である。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ 、 こ の 挿 入 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る こ と な く 、 且 つ 平 行 で も な
い 方 向 に 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金 属 素 線 を 編 み こ ん で 形 成 し た 網 状 管 を 有 す る 内 視 鏡 の 可
撓 管 に お い て 、
内 視 鏡 内 部 と 外 部 と の 間 で 圧 力 差 が 発 生 し た 際 に 生 じ る 、 長 手 方 向 に 伸 張 す る 力 に 対 し 、
略 同 等 な 大 き さ の 長 手 方 向 に 収 縮 す る 力 を 発 生 す る た め の 収 縮 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） 可 能 な 内 視 鏡 の 可 撓 管 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
今 日 、 内 視 鏡 は 、 医 療 分 野 に お い て は 、 広 く 用 い ら れ る 。 医 療 用 の 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 等 に
細 長 な 挿 入 部 を 挿 入 す る こ と に よ っ て 体 腔 内 の 深 部 等 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具
を 用 い る こ と に よ り 治 療 処 置 等 を 行 な う こ と が で き る 。 上 記 医 療 用 の 内 視 鏡 は 、 使 用 後 、
確 実 に 消 毒 滅 菌 す る こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 医 療 用 の 器 類 の 滅 菌 と し て 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） は 、 主
流 に な り つ つ あ る 。 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） は 、 煩 雑 な 作 業 を 伴 わ ず 、
滅 菌 後 に す ぐ に 機 器 を 使 用 で き 、 し か も ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 安 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 可 能 な 内 視 鏡 は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ７ ４ ８ ４ 号
公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 の 陰 圧 工 程 時 に お い て 、 内 視 鏡 内 部 の 圧
力 が 外 部 よ り も 相 対 的 に 高 く な っ て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外
部 に 対 し て 所 定 値 以 上 、 高 圧 に な る と 開 放 （ 弁 が 開 く ） よ う な 逆 止 弁 を 備 え た も の が 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ７ ４ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ７ ４ ８ ４ 号 公 報 に 記 載 の 内 視 鏡 は 、 オ ー ト ク レ ー
ブ 滅 菌 の 加 圧 工 程 時 で 内 視 鏡 外 部 が 加 圧 さ れ る と 、 上 記 陰 圧 工 程 時 に 逆 支 弁 が 開 放 し た と
き の 低 い 圧 力 で 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 保 持 さ れ て い る 状 態 で あ る の で 、 こ の 内 視 鏡 内 部 の 圧
力 が 外 部 に 対 し て 低 く な る 。 こ れ ら 内 視 鏡 内 外 の 圧 力 差 に よ り 、 上 記 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 外
部 か ら 内 視 鏡 内 部 に 向 か っ て 圧 力 が 全 体 に か か る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
す る と 、 図 ４ の 概 念 図 に 示 す よ う に 内 視 鏡 挿 入 部 の 可 撓 管 部 １ ０ ０ は 、 可 撓 管 １ ０ ０ の 内
部 と 外 部 と の 間 で 圧 力 差 が 発 生 し 、 径 を 縮 め な が ら 軸 方 向 に 延 び る （ 伸 張 す る ） よ う な 力
Ｆ １ を 受 け る 。 こ の 可 撓 管 部 １ ０ ０ が 伸 張 す る 力 Ｆ １ は 、 網 状 管 が そ の 編 み 角 を 変 え る こ
と で 、 可 撓 管 径 を 収 縮 さ せ つ つ 、 軸 方 向 に 伸 張 す る こ と に よ る も の で あ る 。
こ の よ う に 可 撓 管 部 １ ０ ０ が 伸 び て し ま う と 、 内 視 鏡 は 、 内 蔵 物 の 長 さ が 足 り な く な っ た
り 、 指 標 位 置 が ず れ て ユ ー ザ が 挿 入 長 を 誤 認 識 す る な ど の 虞 れ が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 時 に 長 さ 変 化 を 抑 制
可 能 な 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-180776 A 2004.7.2



上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ 、 こ の 挿 入 部 の 長 手 方 向
に 直 交 す る こ と な く 、 且 つ 平 行 で も な い 方 向 に 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金 属 素 線 を 編 み こ ん
で 形 成 し た 網 状 管 を 有 す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て 、 内 視 鏡 内 部 と 外 部 と の 間 で 圧 力 差 が
発 生 し た 際 に 生 じ る 、 長 手 方 向 に 伸 張 す る 力 に 対 し 、 略 同 等 な 大 き さ の 長 手 方 向 に 収 縮 す
る 力 を 発 生 す る た め の 収 縮 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
こ の 構 成 に よ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 時 に 長 さ 変 化 を 抑 制 可 能 な 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 実 現 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ な い し 図 ３ は 、 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 を 備 え た
内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 内 視 鏡 挿 入 部 の 可 撓 管 部 を 示 す 説 明 図 、 図 ３
は 図 ２ の 可 撓 管 部 中 の 網 状 管 を 拡 大 し た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 １ は 、 図 示 し な い 撮 像 手 段 を
備 え た 内 視 鏡 ２ と 、 内 視 鏡 ２ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ て こ の 内 視 鏡 ２ に 挿 通 配 設 さ れ た ラ イ
ト ガ イ ド に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 ３ と 、 内 視 鏡 ２ に 信 号 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 接 続 さ れ
て 内 視 鏡 ２ の 撮 像 手 段 を 制 御 す る と 共 に 、 こ の 撮 像 手 段 か ら 得 ら れ た 信 号 を 処 理 し て 標 準
的 な 映 像 信 号 を 出 力 す る ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ と 、 こ の ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ か ら の 映 像 信 号
を 入 力 し 、 内 視 鏡 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 内 視 鏡 ２ は 、 観 察 や
処 置 に 使 用 さ れ た 後 、 洗 滌 後 に オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） 可 能 な よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
内 視 鏡 ２ は 、 可 撓 性 を 有 す る 細 長 の 挿 入 部 ７ と 、 こ の 挿 入 部 ７ の 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作
部 ８ と か ら 主 に 構 成 さ れ る 。
内 視 鏡 ２ は 、 こ の 操 作 部 ８ に 側 部 か ら 延 出 し た 可 撓 性 を 有 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ９ が 設
け ら れ て い る 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ９ は 、 こ の 端 部 に 光 源 装 置 ３ と 着 脱 自 在 に 接 続 可
能 な コ ネ ク タ 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ は 、 こ の 側 部 に 延 出 し て 電
気 コ ネ ク タ 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 電 気 コ ネ ク タ 部 １ １ は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ と 接 続
可 能 な 信 号 ケ ー ブ ル ４ が 着 脱 自 在 に 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
挿 入 部 ７ と 操 作 部 ８ と の 接 続 部 に は 、 こ の 接 続 部 の 急 激 な 曲 が り を 防 止 す る 弾 性 部 材 を 有
す る 挿 入 部 側 折 れ 止 め 部 材 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 同 様 に 、 操 作 部 ８ と ユ ニ バ ー サ ル コ ー
ド ９ と の 接 続 部 に は 操 作 部 側 折 れ 止 め 部 材 １ ３ が 設 け ら れ 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ９ と コ ネ
ク タ 部 １ ０ と の 接 続 部 に は コ ネ ク タ 部 側 折 れ 止 め 部 材 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
挿 入 部 ７ は 、 可 撓 性 を 有 す る 柔 軟 な 可 撓 管 部 １ ５ と 、 こ の 可 撓 管 部 １ ５ の 先 端 側 に 設 け た
湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 １ ６ と 、 先 端 に 設 け ら れ 図 示 し な い 観 察 光 学 系 、 照 明 光 学 系 な ど が 配 設
さ れ た 先 端 部 １ ７ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
操 作 部 ８ は 、 送 気 操 作 、 送 水 操 作 を 操 作 す る 送 気 送 水 操 作 ボ タ ン ２ １ と 、 吸 引 操 作 を 操 作
す る た め の 吸 引 操 作 ボ タ ン ２ ２ と 、 湾 曲 部 １ ６ の 湾 曲 操 作 を 行 う た め の 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ３
と 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ を 遠 隔 操 作 す る た め の 複 数 の リ モ ー ト ス イ ッ チ ２ ４ と 、 処 置 具 挿
通 用 チ ャ ン ネ ル に 連 通 し た 開 口 で あ る 処 置 具 挿 入 口 ２ ５ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
先 端 部 １ ７ は 、 送 気 操 作 、 送 水 操 作 に よ っ て 図 示 し な い 観 察 光 学 系 の 観 察 窓 に 向 け て 洗 滌
液 体 や 気 体 を 噴 出 す る た め の 図 示 し な い 送 液 口 及 び 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、 挿 入 部 ７ に 処 置 具
を 挿 通 し た り 体 腔 内 の 液 体 を 吸 引 す る た め の 図 示 し な い 処 置 具 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 で
あ る 図 示 し な い 吸 引 口 と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
コ ネ ク タ 部 １ ０ は 、 光 源 装 置 ３ に 内 蔵 さ れ た 図 示 し な い 気 体 供 給 源 と 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ
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る 気 体 供 給 口 金 ２ ６ と 、 液 体 供 給 源 で あ る 送 水 タ ン ク ２ ７ と 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 送 水 タ
ン ク 加 圧 口 金 ２ ８ 及 び 液 体 供 給 口 金 ２ ９ と 、 先 端 部 １ ７ の 吸 引 口 よ り 吸 引 を 行 う た め の 図
示 し な い 吸 引 源 と 接 続 さ れ る 吸 引 口 金 ３ ０ と 、 先 端 部 １ ７ の 送 液 口 よ り 送 水 を 行 う た め の
図 示 し な い 送 水 手 段 と 接 続 さ れ る 注 入 口 金 ３ １ と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ ネ ク タ 部 １
０ は 、 高 周 波 処 理 等 を 行 っ た 際 に 内 視 鏡 に 高 周 波 漏 れ 電 流 が 発 生 し た 場 合 に 漏 れ 電 流 を 高
周 波 処 理 装 置 に 帰 還 さ せ る た め の ア ー ス 端 子 口 金 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
コ ネ ク タ 部 １ ０ は 、 内 視 鏡 ２ の 形 状 に 対 応 し た 図 示 し な い 規 制 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
規 制 部 は 、 内 視 鏡 ２ の そ れ ぞ れ の 部 分 が 所 定 の 位 置 に 納 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 規 制 部 は 、 挿 入 部 ７ が 収 納 さ れ る 図 示 し な い 挿 入 部 規 制 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
電 気 コ ネ ク タ 部 １ １ は 、 内 視 鏡 ２ の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 図 示 し な い 通 気 部 が 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 電 気 コ ネ ク タ 部 １ １ は 、 圧 力 調 節 弁 付 き 防 水 キ ャ ッ プ ３ ３ が 着 脱 自 在 に 接
続 可 能 で あ る 。 こ の 防 水 キ ャ ッ プ ３ ３ は 、 図 示 し な い 圧 力 調 節 弁 が 設 け ら れ て い る 。 こ の
圧 力 調 節 弁 は 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 に 比 べ て 所 定 値 を 超 え る と 開 放 し 、 内 視 鏡
内 部 の 圧 力 を 所 定 値 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 圧 力 調 節 弁 は 、 オ
ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） の 加 圧 時 に 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 よ り も 低 く
な る と き の 圧 力 差 に よ っ て 発 生 す る 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張 す る 力 に 対 し 、 可 撓 管 部 １ ５ を 収
縮 す る 力 が 略 同 等 と な る よ う に 、 所 定 値 を 設 定 可 能 と な っ て い る 。
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 圧 力 調 節 弁 は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 内 外 の 圧 力 差 が １ ５ ｋ Ｐ ａ 以 上 で
開 放 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 の 際 、 内 視 鏡 ２ は 、 滅 菌 用 収 納 ケ ー ス （ 以 下 、 収 納 ケ ー ス ） ３
４ に 収 納 さ れ る 。
収 納 ケ ー ス ３ ４ は 、 内 視 鏡 ２ を 収 納 す る ト レ イ ３ ５ と 、 こ の ト レ イ ３ ５ の 裏 蓋 部 材 ３ ６ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら ト レ イ ３ ５ と 裏 蓋 部 材 ３ ６ と は 、 複 数 の 図 示 し な い 通 気 口 が
設 け ら れ て お り 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） 時 は こ の 孔 を 通 じ て 水 蒸 気 が
通 過 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ト レ イ ３ ５ は 、 内 視 鏡 ２ に 対 応 し た 図 示 し な い 規 制 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 規 制 部 は 、
内 視 鏡 ２ の そ れ ぞ れ の 部 分 が 所 定 の 位 置 に 納 ま る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 規 制 部 は
、 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 ７ が 収 納 さ れ る 図 示 し な い 挿 入 部 規 制 部 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 の 代 表 的 な 条 件 と し て 、 米 国 規 格 協 会 承 認 、 医 療 機 器 開 発 協 会
発 行 の 米 国 規 格 Ａ Ｎ Ｓ Ｉ ／ Ａ Ａ Ｍ Ｉ 　 Ｓ Ｔ ３ ７ － １ ９ ９ ２ で は 、 プ レ バ キ ュ ー ム タ イ プ で
滅 菌 工 程 １ ３ ２ ℃ で ４ 分 、 グ ラ ビ テ ィ タ イ プ で 滅 菌 工 程 １ ３ ２ ℃ で １ ０ 分 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 の 滅 菌 工 程 時 の 温 度 条 件 に つ い て は 、 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 装 置 の 形 式 や 滅
菌 工 程 の 時 間 に よ っ て 異 な る が 、 一 般 的 に 、 １ １ ５ ℃ か ら １ ３ ８ ℃ 程 度 の 範 囲 で 設 定 さ れ
る 。 滅 菌 装 置 の 中 に は 、 １ ４ ２ ℃ 程 度 に 設 定 可 能 な も の も あ る 。 時 間 条 件 に つ い て は 、 滅
菌 工 程 の 温 度 条 件 に よ っ て 異 な る が 、 一 般 的 に 、 ３ 分 ～ ６ ０ 分 程 度 に 設 定 さ れ る 。 滅 菌 装
置 の 種 類 に よ っ て は 、 １ ０ ０ 分 程 度 に 設 定 可 能 な も の も あ る 。
こ の 工 程 で の 滅 菌 室 内 の 圧 力 は 、 一 般 的 に 大 気 圧 に 対 し て ＋ ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ 程 度 に 設 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 般 的 な プ レ バ キ ュ ー ム タ イ プ の 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 工 程 は 、 滅 菌 対 象 機 器 を 収 容 し た 滅 菌
室 内 を 滅 菌 工 程 の 前 に 減 圧 状 態 に す る プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 と 、 こ の 後 に 滅 菌 室 内 に 高 圧 高
温 蒸 気 を 送 り 込 ん で 滅 菌 を 行 う 滅 菌 工 程 が 含 ま れ て い る 。 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 は 、 後 の 滅
菌 工 程 時 に 滅 菌 対 象 機 器 の 細 部 に ま で 蒸 気 を 浸 透 さ せ る た め の 工 程 で あ り 、 滅 菌 室 内 を 減
圧 さ せ る こ と に よ っ て 滅 菌 対 象 機 器 全 体 に 高 圧 高 温 蒸 気 が 行 き 渡 る よ う に な る 。 プ レ バ キ
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ュ ー ム 工 程 に お け る 滅 菌 室 内 の 圧 力 は 、 一 般 的 に は 大 気 圧 に 対 し て － ０ ． ０ ７ Ｍ Ｐ ａ ～ －
０ ． ０ ９ Ｍ Ｐ ａ 程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
滅 菌 後 の 滅 菌 対 象 機 器 を 乾 燥 さ せ る た め に 、 滅 菌 工 程 後 に 滅 菌 室 内 を 再 度 減 圧 状 態 に す る
乾 燥 工 程 が 含 ま れ て い る も の が あ る 。 こ の 工 程 で は 、 滅 菌 室 内 を 減 圧 し て 滅 菌 室 内 か ら 蒸
気 を 排 除 し て 滅 菌 室 内 の 滅 菌 対 象 機 器 の 乾 燥 を 促 進 す る 。 こ の 工 程 に お け る 滅 菌 室 内 の 圧
力 は 、 一 般 的 に 大 気 圧 に 対 し て － ０ ． ０ ７ ～ － ０ ． ０ ９ Ｍ Ｐ ａ 程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
内 視 鏡 ２ を オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） す る 際 は 、 圧 力 調 節 弁 付 き 防 水 キ ャ
ッ プ ３ ３ を 電 気 コ ネ ク タ 部 １ １ に 取 り 付 け た 状 態 で 行 う 。 こ の 状 態 で は 、 防 水 キ ャ ッ プ ３
３ の 図 示 し な い 圧 力 調 節 弁 は 、 閉 じ て お り 、 通 気 口 が 防 水 キ ャ ッ プ ３ ３ に て 塞 が れ て 、 内
視 鏡 ２ の 内 部 は 外 部 と 水 密 的 に 密 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 を 有 す る 滅 菌 方 法 の 場 合 は 、 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 に お い て 滅 菌 室 内 の
圧 力 が 減 少 し て 内 視 鏡 ２ の 内 部 よ り 外 部 の 方 が 圧 力 が 低 く な る よ う な 圧 力 差 が 生 じ る と 圧
力 調 節 弁 が 開 放 し （ 開 き ） 、 通 気 口 を 介 し て 内 視 鏡 ２ の 内 部 と 外 部 が 連 通 し て 内 視 鏡 ２ の
内 部 と 滅 菌 室 内 の 圧 力 に 大 き な 圧 力 差 が 生 じ る の を 防 ぐ 。 こ の こ と に よ り 内 視 鏡 ２ は 、 内
部 と 外 部 の 圧 力 差 に よ っ て 破 損 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
滅 菌 工 程 に お い て は 、 滅 菌 室 内 が 加 圧 さ れ 内 視 鏡 ２ の 内 部 よ り 外 部 の 方 が 圧 力 が 高 く な る
よ う な 圧 力 差 が 生 じ る と 圧 力 調 節 弁 が 閉 じ る 。 こ の こ と に よ り 高 圧 高 温 の 蒸 気 は 、 防 水 キ
ャ ッ プ ３ ３ と 通 気 口 を 介 し て は 内 視 鏡 ２ の 内 部 は 積 極 的 に は 浸 入 し な い 。
し か し な が ら 、 高 温 高 圧 蒸 気 は 、 高 分 子 材 料 で 形 成 さ れ た 可 撓 管 部 の 外 皮 や 内 視 鏡 ２ の 外
装 体 の 接 続 部 に 設 け ら れ た シ ー ル 手 段 で あ る フ ッ 素 ゴ ム や シ リ コ ン ゴ ム 等 で 形 成 さ れ た Ｏ
リ ン グ 等 か ら 内 部 に 徐 々 に 侵 入 す る 。 尚 、 内 視 鏡 ２ は 、 こ の 外 装 体 が プ レ バ キ ュ ー ム 工 程
で 減 圧 さ れ た 圧 力 と 滅 菌 工 程 で の 加 圧 さ れ た 圧 力 と が 加 算 さ れ た 外 部 か ら 内 部 に 向 け た 圧
力 が 生 じ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
滅 菌 工 程 後 に 減 圧 工 程 を 含 む 方 法 の 場 合 は 、 減 圧 工 程 に お い て 滅 菌 室 の 圧 力 が 減 少 し て 内
視 鏡 ２ の 内 部 よ り 外 部 の 方 が 圧 力 が 低 く な る よ う な 圧 力 差 が 発 生 す る 。 す る と 、 ほ ぼ 同 時
に 内 視 鏡 ２ は 、 圧 力 調 節 弁 が 開 放 し （ 開 き ） 、 通 気 口 を 介 し て 内 視 鏡 内 部 と 外 部 と が 連 通
し て 、 内 視 鏡 内 部 と 滅 菌 室 内 の 圧 力 と に 大 き な 圧 力 差 が 生 じ る の を 防 ぐ 。 こ の こ と に よ り
、 内 視 鏡 ２ は 、 内 視 鏡 内 部 と 外 部 の 圧 力 差 に よ っ て 破 損 す る こ と が な い 。
減 圧 工 程 が 終 わ り 、 滅 菌 室 内 が 加 圧 さ れ 内 視 鏡 内 部 よ り 外 部 の 方 が 圧 力 が 高 く な る よ う な
圧 力 差 が 生 じ る と 、 内 視 鏡 ２ は 、 圧 力 調 節 弁 が 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 述 し た よ う に オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） の 全 て の 工 程 が 終 了 す る と 、 内
視 鏡 ２ は 、 こ の 外 装 体 が 減 圧 工 程 で 減 圧 さ れ た 分 、 外 部 か ら 内 部 に 向 け た 圧 力 が 生 じ た 状
態 と な る 。
こ こ で 、 内 視 鏡 ２ は 、 防 水 キ ャ ッ プ ３ ３ を 電 気 コ ネ ク タ 部 １ １ か ら 取 り 出 す と 通 気 口 に よ
り 内 視 鏡 内 部 と 外 部 と が 連 通 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ２ は 、 こ の 内 部 が 大 気 圧 と な り 、 外 装
体 に 生 じ て い た 圧 力 負 荷 が な く な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 可 撓 管 部 １ ５ の 構 成 を 説 明 す る 。
図 ２ に 示 す よ う に 可 撓 管 部 １ ５ は 、 内 側 か ら 順 に 、 金 属 帯 片 を 螺 旋 状 に 巻 回 し た 螺 旋 管 ３
７ と 、 こ の 螺 旋 管 ３ ７ を 覆 う ネ ッ ト 状 に 形 成 し た 網 状 管 ３ ８ と 、 こ の 網 状 管 ３ ８ の 外 側 を
被 覆 す る 外 皮 ３ ９ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
網 状 管 ３ ８ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金 属 素 線 を 長 手 方 向 に 直 交 す る こ
と な く 、 且 つ 平 行 で も な い 方 向 に 編 み 込 ん で 形 成 さ れ て い る 。
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こ こ で 、 可 撓 管 部 １ ５ は 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 よ り も 低 く な る と き 、 こ の 内 視 鏡 内 外
の 圧 力 差 に よ っ て 、 網 状 管 ３ ８ の 編 み 角 を 変 化 さ せ 、 可 撓 管 部 １ ５ 内 部 の 体 積 を 小 さ く し
よ う と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の と き 、 網 状 管 ３ ８ は 、 素 線 方 向 が 長 手 方 向 に 近 づ く よ う な （ 編 み 角 が 浅 く な る ） 力 を
受 け る 。 即 ち 、 網 状 管 ３ ８ は 、 可 撓 管 部 １ ５ の 径 を 縮 め て 、 そ の 代 わ り 長 手 方 向 に 対 し て
可 撓 管 部 全 体 を 伸 張 す る 力 Ｆ １ を 発 生 す る よ う に な っ て い る 。
尚 、 こ の と き 、 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張 す る 力 Ｆ １ は 、 圧 力 差 が 可 撓 管 部 １ ５ 表 面 全 体 に か か
っ て 変 換 さ れ る 値 で あ る の で 、 同 じ 圧 力 で あ っ て も 可 撓 管 部 １ ５ の 径 や 長 さ に よ っ て 異 な
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張 す る 力 に 対 し 、 こ の 可 撓 管 部 １ ５ の 外 皮 ３ ９
が 収 縮 す る こ と で 可 撓 管 部 １ ５ を 長 手 方 向 に 伸 張 す る 力 と 略 同 等 な 大 き さ の 長 手 方 向 に 収
縮 す る 力 を 可 撓 管 部 １ ５ に 発 生 さ せ て 、 こ の 可 撓 管 部 １ ５ の 長 さ 変 化 を 抑 制 可 能 に 構 成 す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
即 ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 外 皮 ３ ９ は 、 例 え ば 、 高 分 子 材 料 で あ る ス チ レ ン 系 樹 脂 と エ ス
テ ル 系 樹 脂 と を １ ： ２ の 割 合 で ブ レ ン ド し た 樹 脂 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 樹 脂
は 、 例 え ば 、 オ レ フ ィ ン 系 、 ア ミ ド 系 等 を ブ レ ン ド し た も の を 用 い て 形 成 し て も 良 い 。 ま
た 、 こ れ ら 樹 脂 の 肉 厚 は 、 可 撓 管 部 １ ５ の 仕 様 に 合 わ せ て 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 本 実 施 の
形 態 で は 、 可 撓 管 部 １ ５ は 、 長 さ １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 外 径 １ ２ ． ９ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て お り 、 外
皮 ３ ９ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ の 肉 厚 に 形 成 さ れ て 網 状 管 ３ ８ を 被 覆 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 外 皮 ３ ９ は 、 ス チ レ ン 系 樹 脂 と エ ス テ ル 系 樹 脂 と を ブ レ ン ド し て 形 成 さ れ て い る の で
、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 の 熱 に よ っ て 収 縮 す る 力 Ｆ ２ が 生 じ る よ う に な っ て い る 。 こ の 収 縮
す る 力 Ｆ ２ は 、 各 材 質 の 熱 収 縮 率 と ブ レ ン ド 比 、 可 撓 管 部 １ ５ の 外 径 の 長 さ 、 外 皮 肉 厚 に
よ っ て 決 定 さ れ る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 外 皮 ３ ９ は 、 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張 す る 力 Ｆ １ と 拮 抗 す る 略 同 等 の 力 と
な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 可 撓 管 部 １ ５ を 有 す る 内 視 鏡 ２ は 、 内 視 鏡 検 査 を 終 了 し た 後 、 洗 滌
消 毒 さ れ る 。 そ し て 、 洗 滌 終 了 後 、 内 視 鏡 ２ は 、 収 納 ケ ー ス ３ ４ に 収 納 さ れ 、 こ の 収 納 ケ
ー ス ３ ４ と 共 に オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 装 置 に 格 納 さ れ て 上 述 し た オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温
高 圧 蒸 気 滅 菌 ） 処 理 を 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ こ で 、 内 視 鏡 ２ は 、 上 述 し た よ う に 可 撓 管 部 １ ５ が 長 さ １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 外 径 １ ２ ． ９ ｍ
ｍ で あ り 、 外 皮 ３ ９ の 肉 厚 が ０ ． ２ ｍ ｍ で あ っ た と す る 。 更 に 、 内 視 鏡 ２ は 、 上 述 し た よ
う に 圧 力 調 節 弁 を １ ５ ｋ Ｐ ａ 以 上 の 差 で 開 放 す る も の と 設 定 す る 。
ま た 、 例 え ば オ ー ト ク レ ー ブ 工 程 時 、 オ ー ト ク レ ー ブ 装 置 の 圧 力 変 化 は 、
陰 圧 工 程 　 － ７ ６ ｋ Ｐ ａ （ 大 気 圧 基 準 ）
滅 菌 工 程 　 ２ １ ６ ｋ Ｐ ａ （ 大 気 圧 基 準 ）
の よ う に な っ て い た と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の と き 、 上 述 し た よ う に オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 （ 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 ） の 全 て の 工 程 が 終 了
す る と 、 内 視 鏡 ２ は 、 こ の 外 装 体 の １ つ で あ る 可 撓 管 部 １ ５ に 対 し て 、 プ レ バ キ ュ ー ム 工
程 で 減 圧 さ れ た 圧 力 と 減 圧 工 程 で 加 圧 さ れ た 圧 力 と が 加 算 さ れ た 外 部 か ら 内 部 に 向 け た 圧
力 が 生 じ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 圧 力 に よ り 、 可 撓 管 部 １ ５ は 、 上 記 オ ー ト ク レ ー ブ 装 置 の 圧 力 設 定 及 び 圧 力 調 節 弁 の
開 放 圧 力 設 定 に よ っ て 、 滅 菌 工 程 中 の 内 外 の 圧 力 差 と し て ２ ７ ７ ｋ Ｐ ａ が か か る こ と に な
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る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 圧 力 ２ ７ ７ ｋ Ｐ ａ を 受 け て 、 可 撓 管 部 １ ５ は 、 上 述 し た よ う に 網 状 管 ３ ８ の 編 み 角 を
変 化 さ せ 、 内 部 の 体 積 を 小 さ く し よ う と し 、 こ れ に 対 し て 網 状 管 ３ ８ が 可 撓 管 部 １ ５ の 径
を 縮 め て 、 そ の 代 わ り 長 手 方 向 に 対 し て 可 撓 管 部 全 体 を 伸 張 す る 力 Ｆ １ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
一 方 、 こ れ に 対 し て 、 上 述 し た よ う に 可 撓 管 部 １ ５ は 、 外 皮 ３ ９ が ス チ レ ン 系 樹 脂 と エ ス
テ ル 系 樹 脂 と を ブ レ ン ド し て 形 成 さ れ て い る の で 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 の 熱 に よ っ て 収 縮
す る 力 Ｆ ２ が 生 じ 、 こ の 力 Ｆ ２ が 外 皮 ３ ９ と 網 状 管 ３ ８ と の 密 着 面 で 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張
す る 力 Ｆ １ と 拮 抗 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の こ と に よ り 、 内 視 鏡 ２ は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 に よ る 可 撓 管 部 １ ５ の 長 さ 変 化 に 対 し
て 、 可 撓 管 部 １ ５ を 伸 張 す る 力 Ｆ １ と 可 撓 管 部 １ ５ を 収 縮 す る 力 Ｆ ２ と の 差 が 寄 与 し 、 可
撓 管 部 １ ５ の 長 さ 変 化 が 例 え ば 、 ± ５ ％ 以 内 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 ２ は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 時 に 可 撓 管 部 １ ５ の 長 さ 変 化
を ５ ％ 以 内 に 抑 制 可 能 で あ る 。
こ れ に よ り 、 可 撓 管 部 １ ５ の 長 さ 変 化 が ５ ％ 以 内 で あ れ ば 、 内 視 鏡 ２ は 、 内 蔵 物 の 長 さ が
足 り な く な る こ と や 、 ユ ー ザ の 挿 入 長 の 誤 認 識 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
尚 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ 、 こ の 挿 入 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る こ と な く 、
且 つ 平 行 で も な い 方 向 に 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金 属 素 線 を 編 み こ ん で 形 成 し た 網 状 管 を 有
す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て 、
内 視 鏡 内 部 と 外 部 と の 間 で 圧 力 差 が 発 生 し た 際 に 生 じ る 、 長 手 方 向 に 伸 張 す る 力 に 対 し 、
略 同 等 な 大 き さ の 長 手 方 向 に 収 縮 す る 力 を 発 生 す る た め の 収 縮 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 収 縮 部 材 を 前 記 網 状 管 の 外 側 を 被 覆 す る 外 皮 に よ っ て 構 成 し 、 こ の 外
皮 は オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 し た 際 に 収 縮 力 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 の 可 撓 管 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 外 皮 は 、 高 分 子 材 料 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 の 可 撓 管 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 高 分 子 材 料 は 、 エ ス テ ル 系 ， ス チ レ ン 系 ， オ レ フ ィ ン 系 及 び ア ミ ド 系
の う ち 、 い ず れ か の 樹 脂 を 単 独 又 は ブ レ ン ド し て 用 い て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ に
記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 金 属 帯 片 を 螺 旋 状 に 巻 回 し て 形 成 し た 螺 旋 管 と 、 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金
属 素 線 を 長 手 方 向 に 直 交 す る こ と な く 、 且 つ 平 行 で も な い 方 向 に 編 み 込 ん で 形 成 し 、 前 記
螺 旋 管 の 外 周 を 被 覆 す る 網 状 管 及 び 、 こ の 網 状 管 の 外 側 を 被 覆 す る 外 皮 か ら 構 成 し た 可 撓
管 部 を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、
内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 よ り も 低 く な る と き の 圧 力 差 に よ っ て 発 生 す る 前 記 可 撓 管 部 を 伸
張 す る 力 に 対 し 、 こ の 可 撓 管 部 の 外 皮 が 収 縮 す る こ と で 前 記 伸 張 す る 力 と 略 同 等 な 大 き さ
の 該 可 撓 管 部 を 収 縮 す る 力 を 発 生 さ せ て 、 こ の 可 撓 管 部 の 長 さ 変 化 を 抑 制 す る こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 に 比 べ て 所 定 値 を 超 え る と 開 放 し 、 前 記 内
視 鏡 内 部 の 圧 力 を 前 記 所 定 値 に 保 持 す る 圧 力 調 節 弁 を 有 し 、
こ の 圧 力 調 節 弁 は 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 よ り も 低 く な る と き の 圧 力 差 に よ っ て 発 生 す
る 前 記 可 撓 管 部 を 伸 張 す る 力 に 対 し 、 該 可 撓 管 部 を 収 縮 す る 力 が 略 同 等 と な る よ う に 、 前
記 所 定 値 を 設 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 外 皮 は 、 高 分 子 材 料 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内
視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 高 分 子 材 料 は 、 エ ス テ ル 系 ， ス チ レ ン 系 ， オ レ フ ィ ン 系 及 び ア ミ ド 系
の う ち 、 い ず れ か の 樹 脂 を 単 独 又 は ブ レ ン ド し て 用 い て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に
記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 少 な く と も ２ 本 以 上 の 金 属 素 線 を 長 手 方 向 に 直 交 す る こ と な く 、 且 つ 平 行
で も な い 方 向 に 編 み 込 ん で 形 成 し た 網 状 管 及 び 、 こ の 網 状 管 の 外 側 を 被 覆 す る 外 皮 か ら 構
成 し た 可 撓 管 部 を 有 し 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 に 比 べ て 所 定 値 を 超 え る と 開 放 し
、 前 記 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 を 前 記 所 定 値 に 保 持 す る 圧 力 調 節 弁 を 備 え た 内 視 鏡 に お い て 、
内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 外 部 よ り も 低 く な る と き の 圧 力 差 に よ っ て 発 生 す る 前 記 可 撓 管 部 を 伸
張 す る 力 に 対 し 、 こ の 伸 張 す る 力 と 略 同 等 な 大 き さ の 該 可 撓 管 部 を 収 縮 す る 力 を 発 生 さ せ
る 収 縮 力 発 生 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 付 記 項 １ ０ ） 　 前 記 収 縮 力 発 生 手 段 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 に よ っ て 前 記 外 皮 が 収 縮 す
る こ と を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 付 記 項 １ １ ） 　 前 記 可 撓 管 部 を 伸 張 す る 力 は 、 前 記 圧 力 調 節 弁 の 設 定 に よ っ て 変 化 し 、
前 記 伸 張 す る 力 と 前 記 可 撓 管 部 を 収 縮 す る 力 と が 略 同 等 に な る よ う 前 記 圧 力 調 節 弁 を 設 定
し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 付 記 項 １ ２ ） 　 前 記 外 皮 は 、 高 分 子 材 料 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ０ に 記 載
の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 付 記 項 １ ３ ） 　 前 記 高 分 子 材 料 は 、 エ ス テ ル 系 ， ス チ レ ン 系 ， オ レ フ ィ ン 系 及 び ア ミ ド
系 の う ち 、 い ず れ か の 樹 脂 を 単 独 又 は ブ レ ン ド し て 用 い て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １
２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 時 に 長 さ 変 化 を 抑 制 可 能 な 内 視
鏡 の 可 撓 管 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 挿 入 部 の 可 撓 管 部 を 示 す 説 明 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 可 撓 管 部 中 の 網 状 管 を 拡 大 し た 説 明 図
【 図 ４ 】 従 来 の 可 撓 管 部 に か か る 力 を 示 す 概 念 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 内 視 鏡 装 置
２ … 内 視 鏡
７ … 挿 入 部
１ ５ … 可 撓 管 部
１ ６ … 湾 曲 部
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１ ７ … 先 端 部
３ ７ … 螺 旋 管
３ ８ … 網 状 管
３ ９ … 外 皮

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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解决的问题：实现能够抑制高压灭菌器中的长度变化的内窥镜的挠性
管。 内窥镜的挠性管部（15）通过在与长度方向不正交且不平行的方向
上编织至少两条以上的金属线而形成，并覆盖螺旋管（37）的外周。 筛
管38和覆盖筛管38外部的外壳39。 外蒙皮39是作为聚合材料的苯乙烯基
树脂和酯基树脂的共混物的树脂，使得通过高压釜灭菌热的收缩力与拉
伸挠性管部分15的力大致相同。 形成使用。 结果，内窥镜的挠性管15具
有与内窥镜的内外之间产生压力差时产生的纵向力大致相同的长度方
向。 通过产生收缩力，可以抑制挠性管部15的长度变化。 [选择图]图2
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